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デジタル革新の波
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 社会が変化する大きなきっかけとなるのはデジタル革新（デジタル・トラ
ンスフォーメーション）である。個人の生活や行政、産業構造、雇用など
を含めて社会のあり方が根本から変わる。

 デジタル技術の使い方によっては格差拡大などの影の部分も生じうる。デ
ジタル革新を利用してどのような社会を創っていきたいのかが重要。

IoT
あらゆるモノがインターネットに接続され、センサーなどからリアルタイム
にデータが収集できるようになる。デジタル革新の対象があらゆるモノ・ヒ
ト・コトに広がる。

AI(人工知能）
AIは適切に設計して運用されれば、非常に複雑な問題も解決できる。人間が
行ってきた業務の多くは、AIによって自動化することが可能となる。AIの本
質は「能力の流通とコモディティー化」である。

ロボット AIの能力は、ロボットによってフィジカル空間で発揮される。さまざまなモ
ノが知能を有するようになり、社会のスマート化が進んでいく。

分散台帳技術 ブロックチェーンなど分散台帳技術は、効率的な取引や追跡可能性の向上に
大きな影響を与える。信用や信頼の新たな形をもたらしうる。

デジタル革新＝デジタル技術とデータの活用が進むことで、個人の生活や行政、
産業構造、雇用などを含めて社会のあり方が大きく変わること。
IoTやAI、ロボット、ブロックチェーン等の技術がデータを核に
駆動し、社会を根本から変える。

出典：経団連提言「Society 5.0 –ともに創造する未来-」（2018年11月13日）



Society 5.0は「創造社会」
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 デジタル革新を人々の多様な生活や幸せの追求のために活用すべき。
 今後、人々には世の中を変える「想像力」と「創造力」が必要。
 Society 5.0とは創造社会であり、「デジタル革新と多様な人々の想像・創
造力の融合によって、社会の課題を解決し、価値を創造する社会」である。

Society 5 .0

多様な人々の 力デジタル革新 ×

価値創造課題解決

想像
創造

出典：経団連提言「Society 5.0 –ともに創造する未来-」（2018年11月13日）



強みを活かし、課題を機会に変える
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 深刻な課題を多く抱える日本は、課題解決先進国となることができる。
 「Society 5.0 for SDGs」の国際標準化をリードすべき。

少子化・高齢化、地方衰退、財政悪化、エネルギー問題等

Society 5.0 for

日本の強み発揮

課題解決主導の

機会

散らばる課題

• 社会を急変させた歴史
• 課題を解決する持ち前の想像力
• 新しいものを文化や言語に取り入れて発展させる力
• 圧倒的なキャッチアップ力、学び続ける精神

• 「Society 5.0 for SDGs」の世界的な普及
• プラットフォーム化と国際標準化のリード
• 実際のシステム開発と運用

出典：経団連提言「Society 5.0 –ともに創造する未来-」（2018年11月13日）



日本が目指すべき姿
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 Society 5.0を世界に先駆けて実現するために、日本が目指すべき姿は、
デジタル革新を先導し、多様性を内包した、成功のプラットフォーム。多
様な背景を持つ人々が日本で成功のきっかけをつかむ。

デジタル革新 多様性の内包×

成功のプラットフォームとしての日本

日本のあらゆるところで
多様な背景をもった人々が

社会を変える挑戦を次々に行う
（あらゆる多様性の内包）

AI×データの力を
人々が最大限に活用できるよう

変革への体制を整える
（AI-Ready化）

多様な人々が日本でさまざまな挑戦を行い、成功のきっかけをつかむことで
日本から新たな価値が次々と創造され、それを通じてSociety 5.0を実現していく

出典：経団連提言「Society 5.0 –ともに創造する未来-」（2018年11月13日）



イノベーション・エコシステムの構築
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• Society 5.0実現のカギは、ダイバーシティの確保、多様な主体からなる
イノベーション・エコシステムの構築。

• オープンイノベーションのパートナーとして知の源泉たる大学に大きな期待

パラダイムシフトへ対応 社会全体の最適化を目指すSociety 5.0の実現

社会のあらゆる主体によるｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝのｴｺｼｽﾃﾑが必要

意欲と能力のある大学・
研究開発法人と連携 相互補完的に連携

出典：経団連提言「Society 5.0の実現に向けたイノベーション・エコシステムの構築」（2018年2月20日）を一部編集

ベンチャー大学・
研究開発法人

企業

 同業他社とも協調領域を拡大
 競争と協調を戦略的に組み合わせ
 異分野との協業

2025年まで
に民間投資

3倍増*
*2014年度比



企業から大学への投資割合

6出典：経済産業省「我が国の産業技術に関する研究開発活動の動向ー主要指標と調査データー第17.1版（2017年6月）

• 国際的に見て、わが国の産業界の研究費に占める大学への拠出割合は低水準。
• 同様に、大学の財源に占める産業界からの拠出割合も低水準。
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